
１号認定
(3～5歳の短時部)

月～金
(祝日を含む)

8：30～13：30

２号認定
(3～5歳の長時部)

月～土
(祝日を含む)

7：30～19：00

3号認定
(0～2歳の長時部)

月～土
(祝日を含む)

7：30～19：00

休日

園長

主任保育士

保育教諭（加配・
育児担当等）

事務

栄養士

調理士

看護師

園医

園歯科医

園薬剤師

0歳児

1歳児

2歳児

3歳児

4歳児

5歳児

保育料

入園準備金
施設整備費
体操服代

60 56

60 51

保
護
者
負
担

（
円

）

1、2号認定は無償化の対象（3号認定は所得に応じた保育料がかかります）

給食費

5,000 3,500

※完全自園のため、年齢に応じた給食を提供でき、
十分なｱﾚﾙｷﾞｰ対応も可能

※3歳以上児は学校給食のため、年齢や個別の対
応が難しい（魚の骨や具材の大きさ等）

5,030 ―
検討中 ―

その他

＜絆敬会のｽﾄﾛﾝｸﾞﾎﾟｲﾝﾄ＞
・個性を伸ばす保育・教育を行うため、運動時間を多く
取り入れます。
・ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育のため、障がいをお持ちのお子様を受
け入れます。

―

3,500

保護者会費
保護者会がある　210（月額） 210（月額）
保護者会がない場合　500円 ―

3,500

18 30

36 36

60 42

1 1

1 ―

12 17

保育教諭

園
児
数

(

人

)

職
員
数

(

人

)

20 18

※加配保育士配置の検討は公立も私立も同じ

10 10

2 0

3 4

2 1

1 1

2 ―

日・12/29-1/3 日・祝日・12/29-1/3

1 ―

2 3

制度 別紙のとおり 別紙のとおり

時間 月～土 7:30～18:30

遊びと教育

・考え方は認定こども園も保育園も同様
・園での教育とは、遊びや生活の中で様々な体験をし、感じたり考えたりすること
・学校の「教育」で育てる力は「認知能力」、園で育てる力は「非認知能力」
・保育・教育（遊び）は、保育士主導ではなく、子どもが主体となって取り組むことが重要

■認定こども園と既存園の違い（比較表）
認定こども園（絆敬会）

定員：246人
※幼稚園40人、保育園206人

既存園（伴谷保育園）
定員：220名（実数231名）

※公立同等規模

主旨（役割）

別紙のとおり

＜幼保連携型認定こども園＞
　　就学前の子どもに対する教育と保育を必要とする
子どもに対する保育を一体的に行い、子どもの健やか
な成長を図り、心身の発達を助長する。また、保護者
に対する子育て支援を行う。
教育及び保育は、その後の学校教育全体の生活や学
習の基盤を培う役割も担う。　　　　　　　　　　　　　　　※
保護者に対する子育て支援とは、保護者就労に合わ
せた受け入れ、一時預かり保育などの保護者ニーズに
応じた対応を行うこと

別紙のとおり

＜保育園＞
　　保育を必要とする子どもの保育を行い、子ども
の健全な心身の発達を図る。　　　　　　　保育に関
する専門性を有する職員が、家庭との緊密な連携
の下に、子どもの状況や発達過程を踏まえ、保育
所における環境を通して、養護及び教育を一体的
に行うことを特性としている。












































